


































契約の相手方 契約金額

交付金事業の
成果及び評価

　本交付金の活用により、臨時職員（6名）及び臨時従事員（1名）の賃金と光熱水費（上・下水道）、
清掃業務委託費を確保することができました。これらにより、賃金職員を安定して雇用することがで
き、サービスの質を維持することができました。また、清掃業務で館内を清潔に保つことにより、市内
外の人々が利用しやすい環境を整えることができました。
　利用者数については、27年度69,671人だったのに対し、28年度は68,885人でした。減少した原因とし
ては、館内の機材入れ替え等による閉館日が、27年度と比較して10日間多かったことが大きな要因であ
ると考えます。
　28年度の1日の平均入館者数が249人であるため、通常通り開館できたとして仮定した場合には、27年
度の実績を上回っていたことが想定されます。
　28年度は成果指標を達成できなかったものの、これらの状況を考慮すると、一定程度の成果があった
と評価できます。
　今後は館内でのイベントPR活動を充実させ、入館者の増加を図ります。

契約の目的 契約の方法等

臨時職員、臨時従事員人件費 雇用 －

成果及び評価に係る第三者機関等の活
用の有無

無 H33交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

8,904,510

310,798

1,306,800

上下水道利用料

清掃業務委託

随意契約（競合他社なし）

随意契約（見積もり合わせ）

東部広域水道企業団

株式会社　共和産業

























































































Ⅱ．事業評価個表

　当該路線は、周辺の住民にとって主要勝つ重要な生活道路です。
　また、路線沿いには、上野原高校や帝京科学大学、上野原・東京西工業団地が存在しており、交通量
の多い道路でもあるため、大型車両の通行や経年劣化等による舗装の傷みが激しく、路面のひび割れや
凹凸があり、通行車両等に支障をきたしている状態となっています。
　舗装改修を実施することにより、支障を改善し、住民の安全確保を図ります。

本交付金を活用し、道路の舗装改修を実施することにより、通行車両に対する支障改善及び安全性向上
を図ることから、交通事故件数0件を目標とします。

交付金事業の成果目標

交付金事業の成果指標

うち経済産業省分 8,267,000

交付金充当額 8,267,000

総事業費 8,267,000 うち文部科学省分

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野原市

交付金事業実施場所 上野原市八ツ沢地内

交付金事業の概要
・工事延長　L=160.0ｍ　W=8.0～11.0ｍ
・アスファルト舗装工　A=1440㎡
・区画線工　L=563.0ｍ

公共用施設に係る整備、維持補修又は維持
運営等措置

市道テクノパーク１号線道路維持修繕工事事業

番号 措置名 交付金事業の名称



成果及び評価に係る第三者機関等の活
用の有無

無 H33交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度

道路工事 一般競争入札 8,267,000

　本交付金の活用により、道路の舗装改修を実施した区間につきましては、通行車両に対する支障は改
善され、それに伴って安全性が確保されることとなります。
　また、併せて区画線を明瞭化したことによって、過去に数件あった交通事故等の件数が、工事完了後
3ヶ月あまり経った今日においても0件となっており、以降も引き続き同僚の効果が期待されます。
　今後も、住民生活に寄与することを目的に、引き続き事業を実施することで、より一層の効果を図っ
ていく予定です。

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等

交付金事業の
成果及び評価

株式会社　青木組土木

契約の相手方 契約金額




















	（未）山梨県
	評価報告（上野原市・市道テクノパーク1号線道路維持修繕工事事業）
	評価報告（大月市・大月市立図書館運営事業）

